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The training for the observation and experiment skill by the study group
in which the preliminary experiment was focused. :
Deep learning for subject specialty using the active learning.
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・個人活動の気づき「（土に水を流すとき）土にあらか
じめライン（水の通り道となる溝）をつくるのはど
うか」
・全体共有「ラインを引くことで，班ごとに同じ水の
通り道がつくられ比較することが可能になる」
　ラインを引かないで水を流すと，班ごとに様々な水
の通り道が作られ班ごとに比較しにくくなるが，ライ
ンを引くという条件をそろえることで，比較検討が容
易になる。他にもラインを引くことで意図的に溝の直
線部分とカーブ部分が作られ，水流によりどのような
変化が起きるかを意識して観察することができる。こ
の様に個人活動で出た疑問や気づきが，共有化するこ
とで解決されたりさらに思考が深まったりすることに
つながっている。
　改変と同様，回により軽重はあるが，この深化の個
数は平均4.2個ほど見られ（表３），改変にくらべ数が多
い。これは，個人活動の際に疑問や不明な記述が多い
ためであり，共有の際の学びあいによりそれらの疑問
が解消される例が多い。
３．４　感想より
　参加者からの感想（抜粋）を表４に示す。
　感想からは，予備実験の大切さは理解しているが，
本学習会形式のような協働的な学びの掘り下げを意識
しすることの重要性に気づいた記述が多い。さらに，
教科書を丁寧に読み解くことの重要性にも触れている
記述も見られる。
４　まとめ
　個人活動で主体的に課題発見を行い，続く気づきの
共有化により，個人活動では気がつかなかった知見を
獲得し，さらに議論を深めていく協働的な活動が効果
（おの　とものぶ）
を上げている傾向を見て取れた。さらに，各回の題材
をあえて教科書どおりに体験することは，学生にとっ
て現場ですぐ役立つという動機付けにつながり，難易
度も適切なことから，多様な気づきとその深化をしや
すかったと考えられる。
　教員の多忙な日々において，予備実験は個人で慌た
だしくすることが多い。今回の学習会のように，多人
数による検討に主眼をおいた予備実験の機会は存外少
なく，これを教員養成期に実施することは意義深いこ
とを，本学習会は示唆している。
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表４　学習会の感想（抜粋）
・実習の時も予備実験をしたが，今回みたいに議論でき
なかった。今日みたいに深く話せる機会があるのは良
い。
・実際に（この分野を）自分で実験したのは初めてだっ
たので非常に勉強になった。
・教科書はよく考えられて作られているのがわかった。
・小学校の教科書は記述（量）が少ない分，無駄なく作
られていてすごいと感じた。
・実験道具を既製品に頼りすぎないことも大切。
・予備実験をすると教科書に記述されていないことが多
くあり，改めて予備実験の大切さを学んだ。
・小学校の教科書は数量をあまり提示していないため，
予備実験で教員が押さえておかないといけない。
・一人ではなく話し合うことで，自分の考えだけでは気
づかなかった点もあった。

